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隣の点 'は図211の xlと x2･)に
等確率で移るとし,元の場所に留まる

































この各項は初めの n捗が (0→ xlー X2'･･Xn_r 0)である確率を表す･
wn捗目で0にいる'という事象と,nm捗目で0にいる'.という事象は排
























































2-3 Coarse G∫aining によるくりこみ群

















==== コ == コ
Oqx=20x
で定義される1'.1対応 q:S - SJ が
存在します. (図2-2参照)
きて, (0→ Ⅹ1→ Ⅹ2→･･→Ⅹn→-)という
一つのRWの道の りを考えましょう (xi∈S･












励 tony aLi の .a ,T:且
図2-3
skeletonwalkのⅩー y くⅩ･y∈S′)の遷移確率をP;y(g)とします･

























































し込めて (P'は 〃くりこまれた H確率)Skeletonvalkを得ました. 更
に (2.4)より,g' (くりこまれた g)が定轟きれます.空間的なスケール変
換の結果が 8- g'の変換の形で表されたことになります.








Oから出発したRWは 1J朗 でそれぞれ等確率 一打転 でaとbへ行 くので
f.= っホ 訂 (fa+fb)
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3.甘く2 定理と Coarse Graining の限界
3-1.10次元図形でも甘<2?














































lsi.? 千 - b






































































0 i.隻. 92 qJ
図3-5のように,0から2nの距離の
ところに見張所 p , q を設けます.∩ ∩
する.とAOp q から出て更に近 くへn ∩
行くには,必ずp ,q のどちらかn ∩
を一旦通らなければなりません. (こ
のことは, (栄)と自己相似性からき






図3-5 0から出て遠 くへ行 くRWを捕まえる
には, 1箇所の見張所で十分です (図3-6).一万,2次元正方格子は図3-7
のように0からの距離に比例する数 の見張所が必要です.d次元 Sierpjnski








































































* * * * * * * * , * * * * *
この解説 は､ 1990年夏学期 に津田塾大学で行 な った講義のノー トです｡
私達が フラクタルに手を染め始めた頃はスペ ク トル次元やフラクタル上の
現象を研究 している人は日本に数人 しかいなか ったのですが､ その後､数年の
間に確率論 の分野で研究対象 として注目され､大 きく発展 しま した｡ この解説
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